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も

フ
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し
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館
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発
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1
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号
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昭
0

10

3
町
　
3

明
8
撃
代

年
－
郡
関
松

綱
第
野
話

昭
　
　
東
館
電

ー
ー
ヘ

1　印刷・松代印刷所
　一一

ち
」

中
　
　
村
　
　
　
　
修

　
　
北
山
小
学
校
莇
平
分
校
1
年

「
こ
う
ま
」

　
　
　
宮
　
沢
　
　
祥
　
子

　
　
　
　
　
松
代
小
学
校
下
山
分
校
2
年

「
け
ん
玉
」

　
　
　
柳

　
　
　
　
　
松

　
直

代
小
学

「
太
平
洋
」

　
　
　
佐
　
藤

　
　
　
　
　
室
野
小

学睦

　　「　　雪
　　千
　山里

　　L孟本
地

　千
小

学恵

行
校
　
3
年

子
校
　
4
年

美
校
　
5
年

「
世
界
の
友
」

　
　
　
宮
　
沢
　
　
友
　
子

　
　
　
　
　
松
代
小
学
校
下
山
分
校
6
年

　　「　　大
　＿雪
　局の
松橋朝
　　L代
　さ
中

学ゆ

り
校
　
1
年

　　「　　銀
　佐・世

奴　界
　藤L奈

川

申公
学

校
　子
2
年

「
除
雪
列
車
」

　
　
　
若
F
月

　
　
　
　
　
松
代

　中
　　千　学
（1）校鶴

　牟



②

ご
出
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
書
初
展
覧
会
盛
大
に
終
る

　
一
般
者
の
皆
様
と
各
学
校
の
ご
協
力

を
得
て
、
1
月
B
日
～
⑲
日
の
2
日
間

に
わ
た
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
書
初
展

覧
会
は
、
出
品
数
は
前
年
を
上
ま
わ
り

ま
た
多
数
の
ご
観
覧
を
得
て
盛
大
成
功

　　　灘慧鶏
．

裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
、

　
ご
出
品
・
設
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　

な
お
、
小
学
校
・
中
学
校
の
部
の
特

逡
灘
静
叢
搬
蟹
鑛
鞄
醐

懸灘
懇
壁
欝
婚
・
．
ー
懸
灘
麗
囎

聾醗瓢

難　　，

難
．
鱗
懸
・
－

選
は
前
頁
の
と
お
り
で
あ
り
、
特
選
．

準
特
選
を
表
彰
す
る
ほ
か
、
出
品
作
に

対
し
（
学
年
毎
に
在
籍
の
ー
o
％
を
学
校

で
選
出
し
て
提
出
）
奨
励
賞
を
擾
与
い

た
し
ま
し
た
。

　
準
特
選
及
び
総
出
品
点
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

準
特
選

　
小
学
校

、
1
年

　
2
年

　
3
年

　
4
年

　
5
年

　
6
年

　
6
年

中
学
校

　
1
年

　
2
年

　
2
年

　
3
年

宮
沢
ち
よ
子
（
下
山
分
）

高
橋
　
克
弘
（
莇
平
分
）

宮
沢
恵
美
子
（
下
山
分
）

鈴
木
　
智
子
（
松
代
小
）

本
柳
ゆ
り
か
（
北
山
小
）

佐
藤
瑠
璃
子
（
室
野
小
）

南
雲
　
元
子
（
松
代
小
）

若
月
比
呂
美
（
松
代
中
）

関
谷
千
絵
（
　
〃
　
）

万
羽
　
浩
子
（
清
水
中
）

佐
藤
　
　
泉
（
奴
奈
川
中
）

総
出
品
点
数

　
小
学
校
の
部

　
中
学
校
の
部

　
一
般
の
部

七

点四五
　四三
（占占五’’’’”“

六
名
）

　
　
　
　
　
　
昭
和
50
年
1
月
－
日
現

増
在
の
松
代
町
住
民
基
本
台

帯
　
帳
人
口
．
世
帯
数
（
社
会

誰
難
黙
鞭
轟
㍊

－
帯
の
数
は
表
の
と
お
り
で
あ

人ロ175人減少．世帯は

　　　＝49年・町の人ロ・世

増帯三は帯）一五八年一い49　り
加の世一数世人八千前七た1こま1

世
り
ま
す
・

・
　
　
こ
れ
を
、
一
ケ
年
前
（

口
曲
．
1
．
1
現
在
）
と
比
較

人
い
た
し
ま
す
と
、
人
口
は

　
　
一
七
五
人
の
減
少
（
一
ケ

の
年
前

　
　
　
　
　
　
　
　
減

町
八
千

　
　
数

と
較
．

　
　
帯

在　
　
世

現
比

　
　
剛

ほほ　
　
汰

49
の

　
　
計

帯世酔人帳台 　
　
　
セ

　
　
　
増

　
　
　
　

　
　
　
減

　
　
　
し

　
　
　
　
τ

　
　
　
噌

数

帯

　
　
世

　
　
計

　
　
　
　
可

　
　
女

代
・
太
平
）
は
人
口
・
世
帯
と
も
に
増

加
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
地
域

で
は
多
少
の
世
帯
数
の
増
加
が
あ
っ
て

も
、
人
口
・
世
帯
の
減
少
は
依
然
と
し

て
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　
減
少
の
原
因
は
ほ
と
ん
ど
が
転
出
で

あ
り
、
自
然
減
は
四
名
（
一
ケ
年
間
の

出
生
七
五
名
・
死
亡
七
九
名
）
で
す
。

　
し
か
し
こ
の
人
口
減
少
を
、
昭
和
趾

年
奴
奈
川
村
と
の
合
併
以
来
、
15
年
間

の
一
ケ
年
平
均
減
少
人
口
三
四
六
人
弱

と
比
較
し
て
み
ま
す
と

－
n
∠
－
《
∠

Q
2
n
∠
n
∠
－

　
3
4
・
1
・
1
現
在
　
　
一
三
、
七
六
七
人

　
4
9
・
1
・
1
〃
　
　
八
、
五
八
一
人

　
1
5
年
間
の
減
少
　
　
△
五
、
一
八
六
人

　
一
ケ
年
平
均
減
少
△
三
四
五
・
七
人

　
49
年
一
ケ
年
の
減
少
　
△
一
七
五
人

過
疎
現
象
も
少
し
は
と
ど
ま
っ
て
き
た

と
い
え
る
よ
う
で
す
。

　
少
し
で
も
早
く
、
町
の
施
策
と
あ
い

ま
っ
て
、
過
疎
問
題
を
み
ん
な
で
考
え

協
力
し
合
っ
て
恵
ま
れ
た
町
に
し
、
離

村
さ
れ
た
方
が
ま
た
、
も
ど
っ
て
こ
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

（
一
ケ
年
前
二
千

一
〇
一
世
帯
）
に

な
り
、
そ
の
増
減
雛
本

状
況
は
表
に
示
す
1
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り
で
あ
り
、
L
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地
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心

臓
病

◎
心
臓
の
位
置
と
働
ら
き

　
心
臓
は
胸
の
ま
ん
中
か
ら
少
し
左
へ

寄
っ
た
所
に
あ
り
、
大
き
さ
は
手
の
に

ぎ
り
こ
ぶ
し
位
で
、
左
の
乳
の
下
あ
た

り
に
な
り
ま
す
。

　
心
臓
の
働
き
は
、
全
身
か
ら
流
れ
て

く
る
血
液
を
受
け
入
れ
て
、
そ
れ
を
又

全
身
へ
押
し
出
す
役
目
で
す
。
全
身
か

ら
帰
っ
て
来
た
血
液
は
、
酸
素
が
少
く

な
っ
て
炭
酸
ガ
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
右
の
心
臓
か
ら
入
っ
た
血
液
を
い

っ
た
ん
肺
に
送
り
、
そ
こ
で
酸
素
を
と

り
込
み
炭
酸
ガ
ス
を
捨
て
』
左
の
心
臓

へ
も
ど
り
、
そ
こ
か
ら
全
身
に
押
し
出

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
心
臓
は
ポ
ン
プ
の

役
目
を
し
て
い
ま
す
。

◎
最
近
は
心
臓
病
で
死
ぬ
人
が
多
い

　
日
本
人
の
死
因
か
ら
み
ま
す
と
、
第

一
位
脳
卒
中
、
第
二
位
が
ん
、
第
三
位

心
臓
病
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ

ツ
パ
で
は
心
臓
病
が
第
一
位
で
す
。
当

町
で
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら
心
臓
病
死

亡
が
第
二
位
に
の
し
あ
が
っ
て
、
増
加

の
傾
向
で
す
。
し
か
も
四
十
代
、
五
十

代
の
死
亡
者
も
数
人
い
ま
す
。

◎
心
臓
病
の
土
台
は
高
血
圧
と
動
脈

　
硬
化

　
心
臓
病
（
狭
心
症
、
心
筋
硬
塞
）
は

高
血
圧
と
動
脈
硬
化
と
い
う
土
台
が
あ

っ
て
、
そ
の
土
台
に
何
か
の
キ
ッ
カ
ケ

が
加
っ
た
場
合
に
発
作
が
お
こ
り
ま
す

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
広
報
ま
つ
だ
い
の
昭
和
四
十
九
年

六
月
十
日
発
行
二
七
五
号
）
を
ご
覧

下
さ
い
。

◎
心
臓
の
病
気

　
心
臓
病
に
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
心
臓

病
の
外
、
子
供
に
多
い
リ
ユ
ー
マ
チ
熱

と
成
人
病
と
し
て
は
、
狭
心
症
、
心
筋

硬
塞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
狭
心
症

　
心
臓
の
筋
肉
に
血
液
を
送
る
冠
状
動

　
脈
が
動
脈
硬
化
を
お
こ
し
、
血
液
の

　
通
り
路
が
せ
ま
く
な
る
と
、
必
要
な

　
血
液
を
供
給
出
来
な
く
な
り
、
心
臓

　
の
筋
肉
の
栄
養
障
害
が
起
り
ま
す
。

に

つ
　
い

て

　
こ
れ
が
も
と
に
な
っ
て
起
る
発
作
性

　
の
病
気
を
狭
心
症
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
発
作
は
二
、
三
分
か
ら
五
分
位

　
で
す
。
発
作
が
起
っ
た
時
は
先
ず
安

　
静
に
し
ま
す
。
寝
る
こ
と
が
苦
る
し

　
く
、
患
者
さ
ん
は
、
う
ず
く
ま
る
よ

　
う
な
姿
勢
に
な
り
ま
す
の
で
、
ふ
と

　
ん
を
積
み
重
ね
そ
れ
に
つ
か
ま
れ
る

　
よ
う
な
恰
好
に
し
、
背
中
に
か
る
く

　
毛
布
を
一
枚
位
か
け
ま
す
。
あ
と
は

　
医
師
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
下
さ
い

◎
心
筋
硬
塞

　
冠
状
動
脈
が
硬
化
し
て
血
液
の
通
り

　
路
が
せ
ま
く
な
っ
て
い
る
所
へ
、
血

　
液
の
か
た
ま
り
が
つ
ま
っ
た
り
す
る

　
と
、
そ
れ
か
ら
先
の
心
臓
の
筋
肉
は

　
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
心
筋

　
硬
塞
で
、
心
臓
の
あ
た
り
が
激
し
く

　
痛
み
、
顔
色
は
土
色
に
か
わ
り
ま
す

　
冷
汗
が
流
れ
て
血
圧
は
下
り
、
発
作

　
は
か
な
り
長
い
時
間
続
き
ま
す
。

　
死
亡
率
は
か
な
り
高
く
、
発
作
後
数

　
秒
か
ら
数
分
で
死
亡
す
る
人
も
あ
り

　
医
師
の
間
に
合
わ
ぬ
こ
と
も
し
ば
し

　
ば
あ
り
ま
す
。

◎
予
防
に
重
点
を

　
発
作
が
起
っ
て
か
ら
で
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
で
心
臓

病
の
土
台
を
も
っ
て
い
る
人
が
非
常
に

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
キ
ッ
カ
ケ
を
作
ら

な
い
日
常
生
活
が
極
め
て
大
切
で
あ
り

ま
す
。

◎
キ
ッ
カ
ケ
と
は

①
心
配
や
興
奮
な
ど
、
精
神
的
緊
張
。

②
急
激
な
温
度
の
変
化
の
中
に
体
を
さ

　
ら
す
こ
と
。

0
睡
眠
不
足
や
過
労
、
急
激
な
運
動
。

④
太
り
過
ぎ
。

⑤
塩
分
の
と
り
過
ぎ
。

⑥
動
物
性
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
。

⑦
酒
、
煙
草
の
の
み
過
ぎ
。

　
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
覚
症
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
、
お
そ
い

の
で
す
。
検
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
早
く
病
気
を
発
見
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療

で
一
人
も
不
幸
な
人
の
出
な
い
よ
う
に

皆
で
努
力
し
ま
し
よ
う
。

松
代
町
ス
キ
ー
協
会
が

三
年
連
続
総
合
優
勝

ー
松
之
山
ス
キ
ー
大
会
で
ー

　
二
月
九
日
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で

開
催
さ
れ
た
、
第
二
十
六
回
松
之
山
ス

キ
ー
競
技
大
会
に
松
代
町
か
ら
小
、
中

、
高
校
生
、
一
般
者
選
手
約
八
十
名
、

応
援
観
客
お
よ
そ
百
名
が
参
加
、
そ
の

結
果
成
年
と
壮
年
が
三
年
連
続
総
合
優

勝
す
る
な
ど
数
々
の
優
勝
、
入
賞
を
果

し
ま
し
た
。
松
代
町
関
係
の
主
な
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲
成
年
総
台

優
勝
　
松
代
町
ス
キ
ー
協
会

▲
壮
年
総
合

優
勝
　
松
代
町
ス
キ
ー
協
会

▲
高
校
総
合

　
二
位
　
県
立
松
代
高
等
学
校

▲
距
離
競
技

幼
女
B
　
一
位
五
十
嵐
ま
り
子

（
松

　
代
小
）
四
位
中
村
知
恵
美
（
松
代

　
小
）

幼
女
A
　
一
位
石
口
富
子
（
松
代
小
）

　
四
位
相
沢
幸
子
（
松
代
小
）

幼
年
B
　
三
位
富
沢
博
幸
（
松
代
小
）

　
四
位
市
川
義
久
（
松
代
小
）

　
五
位
高
橋
和
彦
（
松
代
小
）

幼
年
A
　
一
位
関
谷
武
久
（
松
代
小
）

　
三
位
万
羽
琢
哉
（
松
代
小
）
四
位

　
高
橋
龍
也
（
松
代
小
）
五
位
柳
壮

　
一
（
松
代
小
）

少
女
　
一
位
市
川
美
代
子
（
松
代
中
）

　
二
位
高
橋
直
子
＾
松
代
中
）
三
位

　
山
賀
順
子
（
松
代
中
）

少
年
　
二
位
柳
時
夫
へ
松
代
中
）

　
三
位
関
谷
浩
好
（
松
代
中
）

成
年
女
子
　
二
位
樋
口
美
枝
子
（
松

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
頁
へ
続
く
）

（3）



　
　
代
高
）

高
校
成
年
　
一
位
市
川
稔
（
松
代
高
）

　
．
二
位
佐
藤
秀
隆
（
松
代
高
）

▲
大
回
転
競
技

少
女
　
二
位
関
谷
道
子
（
松
代
中
）

　
　
三
位
小
堺
春
子
（
松
代
中
）

幼
年
B
　
二
位
山
岸
正
文
（
松
代
小
）

　
　
三
位
相
沢
一
（
松
代
小
）

第
二
壮
年
　
二
位
関
谷
博
（
松
代
町

　
　
ス
キ
ー
協
会
）
三
位
樋
口
堅
一
（

　
　
松
代
町
ス
キ
ー
協
会
）

　
高
校
　
一
位
樋
口
勇
（
松
代
高
）

　
成
年
　
二
位
相
沢
哲
夫
（
松
代
町
ス

　
　
キ
ー
協
会
）

少
年
　
二
位
関
谷
稔
幸
（
松
代
中
）

▲
回
転
競
技
A
会
場

高
校
　
三
位
田
辺
宗
夫
（
松
代
高
）

　
　
五
位
早
川
純
一
（
松
代
高
〉

　
成
年
　
二
位
小
林
進
（
松
代
ス
キ
L

　
　
協
会
一
）

1
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
1

1
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
ー

▲
回
転
競
技
B
会
場

幼
年
A
　
一
位
関
谷
智
（
松
代
小
）

　
　
二
位
　
関
谷
哲
（
松
代
小
）

幼
年
B
　
二
位
相
沢
一
．
．
（
松
代
小
）

　
　
五
位
　
山
岸
正
文
（
松
代
小
）

第
二
壮
年
　
一
位
樋
口
政
栄
（
松
代

　
　
町
ス
キ
ー
協
会
）
二
位
関
谷
博
（

　
　
松
代
町
ス
キ
ー
協
会
Y

▲
リ
レ
ー
競
技

幼
年
　
一
位
松
代
小
学
校
A

　
　
　
　
三
位
松
代
小
学
校
B
’

少
年
　
三
位
松
代
中
学
校
A

高
校
成
年
　
一
位
松
代
高
校
　
三
位

　
β
松
代
町
ス
キ
1
協
会
A

幼
女
　
一
位
松
代
小
学
校
A

　
　
　
　
四
〃
松
代
小
学
校
B

少
女
（
オ
ー
プ
ン
）

　
　
　
　
一
位
松
代
中
学
校
A

　
　
　
　
二
〃
松
代
中
学
校
B

保
育
園
児
募
集
．

、
松
代
町
で
は
、
次
の
三
保
育
園
の
四

月
か
ら
の
入
園
児
を
募
集
し
て
い
重
す

　
松
代
保
育
園
（
定
員
一
二
〇
名
〉

　
室
野
保
育
園
（
定
員
六
〇
名
）

　
蒲
生
保
育
園
（
定
員
四
〇
名
）

児
童
の
入
園
を
希
望
さ
れ
惹
保
護
者
は

二
月
二
十
日
ま
で
に
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
役
場
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

　
現
在
入
園
し
て
い
る
児
童
は
、
三
月

で
卒
園
に
な
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
四

月
以
降
も
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

改
め
て
申
込
み
が
必
要
で
す
－

　
保
育
園
に
入
園
で
き
る
児
童
は
“
そ

の
家
庭
が
次
、
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
あ

る
場
合
で
す
。

し
か
し
、
次
の
一
か
ら
五
ま
で
の
場
合

拡
、
『
，
そ
の
家
庭
の
母
親
以
外
σ
人
が
保

育
が
で
き
る
場
合
ば
除
か
れ
ま
す
。

e
（
家
庭
外
労
働
）

　
児
童
の
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外
で
仕

　
事
を
す
る
こ
と
が
普
通
な
の
で
、
そ

　
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
、

口
（
家
庭
内
労
働
）

　
児
童
の
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児
童
と

　
は
な
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事

　
を
す
る
こ
と
が
普
通
な
の
で
、
そ
の

　
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。
し

　
か
し
父
親
が
そ
の
仕
事
に
従
事
し
て

　
“
て
、
か
つ
、
そ
の
た
め
の
使
用
人

　
が
い
る
家
庭
は
除
か
れ
る
。

日
（
母
親
の
な
い
家
庭
y

　
母
親
の
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
，

　
ど
の
理
由
に
よ
り
母
親
が
い
な
い
家

　
庭
の
場
合
。

四
（
母
親
の
病
気
等
》

　
母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
、

　
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に
障
害
が

　
あ
っ
た
り
す
る
の
で
そ
の
児
童
の
保

　
育
が
で
き
な
い
場
合
。

㈲
（
病
人
の
看
護
等
）

　
そ
の
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る

　
病
人
や
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
あ

　
る
た
め
、
母
親
が
い
つ
も
そ
の
看
護

　
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
児
童
の
保

　
育
が
で
き
な
い
場
合
。

因
（
家
庭
の
災
害
）

　
火
災
や
、
風
水
害
や
地
震
な
ど
の
不

　
幸
が
み
グ
、
そ
の
家
庭
を
失
っ
た
り

　
破
損
し
た
た
め
、
・
そ
の
復
旧
の
間
児

　
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。
・
、

な
お
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
理
由
分

程
度
や
保
育
園
の
定
員
に
余
裕
が
な
い

と
き
な
ど
は
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
か
ら
予
め
ご
承
知
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
き

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

一
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
つ
え
濃

お
め
で
ζ
つ
劉
衡

小
堺
利
和
・
小
堺
久
子

室
野
　
板
金

鑓巽中
嶋
嚢
子
緊
ぎ
欝
女

関
谷
美
智
蔽
辮
↑
妻

欝
博
史
賂
も
勇

若
井
蔓
羅
代
結
妻

柳
輝
厳
醸
量

高
箆
枝
緊
軟
虜

佐
藤
斐
鍛
繋
男

柳
孝
志
麟
雄
長
男

　
　
　
　
　
　
　
β

（4）

　
　
海
老

　
　
上
牛
首

　
　
松
代

　
　
東
雲
屋

　
松
代

　
県
営
住
宅

　
蓬
平
一

　
角
右
工
門

千
年
藤
兵
工

小
荒
戸

　
は
し
ご
だ

滝
沢
　
紺
屋

苧
島
吉
兵
工

関
谷
睦
美
聡
払
婁

樋
昊
隼
肇
轡
女

山
岸
養
繁
響
男
峠

届
岸
多
佳
子
馨
サ
拐
二
女

密
掌
賂
暴
嬰

お
く
や
み

（
死
亡
）

柳
　
作
蔵

山
賀
キ
ヨ

斉
木
　
巌

寺
崎
キ
ミ
ェ

秋
山
虎
次

柳
数
太
郎
［

松
代
司
屋

松
代

長
左
工
門

　
山
田
屋

　
室
野

　
実
幸
屋

室
野

　
山
喜
屋

七
九
才
、
．
一
松
代
　
為
吉

八
七
才
　
池
之
畑
幸
蔵

五
三
才
　
中
子
お
や
け

五
三
才
　
桐
山
伴
ね
ん

七
二
才
　
清
水
佐
左
院

八
二
才
　
苧
島
倉
屋
敷

本
山
蕨
太
郎
八
二
才
室
野
お
か
ね
さ
ま

若
山
金
治
郎
　
八
二
才
　
室
野
　
出
合

中
沢
カ
ツ
七
六
才
木
和
冊
原
や
ま
き
や

　　一人ロのうごき
　　　　　　（2月！日現在）

世帯数　2，111』．（一3）

．人口男一4，182　’（一4）

　　女4，227（十7）
　　計8，409　　（十3）

死亡　　9

転出143
3

』
1
　
　
1

生
入

ま
出
転

義



　輪・　滅ぴ1へ、　　’ンプ
　
こ
こ
一
・
二
年
早
ば
つ
、
豪
雪
、
い

も
ち
、
減
収
と
農
家
は
さ
ん
ざ
ん
い
た

め
つ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
◎

　
そ
れ
で
な
く
と
も
三
十
年
代
後
半
か

ら
、
松
代
町
で
年
々
二
十
戸
余
り
の
離

・
廃
農
が
続
き
、
十
五
年
間
の
離
廃
農

家
は
三
百
戸
を
越
え
、
ま
た
町
内
人
口

は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
昨
年
末
迄
に
、

五
千
六
百
五
十
人
（
当
時
の
人
口
の
四

十
％
）
余
り
も
減
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
た
り
的
流
出
現
象
は
い
つ
止

ま
る
の
か
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
不
安

で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
松
代
町
も
、
道
路
の
改
良
、
鉄

道
の
新
設
と
交
通
事
情
の
見
と
お
し
は

明
る
い
が
、
こ
れ
だ
け
で
地
辻
り
的
流

出
現
象
が
止
ま
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

他
町
村
に
も
そ
の
例
が
あ
る
よ
う
に
、

交
通
関
係
の
好
転
が
か
え
っ
て
、
流
出

離
村
に
拍
車
を
か
け
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。　

水
は
低
い
方
に
流
れ
、
人
は
所
得
の

高
い
方
に
移
動
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
過
疎
現
象
は
、
所
得
格
差
、

生
活
環
境
格
差
、
意
識
格
差
に
よ
っ
て

起
り
、
対
策
と
し
て
は
、
近
代
的
感
覚

を
も
っ
た
地
域
住
民
が
、
甘
ん
じ
て
地

域
に
定
着
で
き
る
だ
け
の
、
所
得
水
準

と
環
境
水
準
を
確
保
し
て
や
る
こ
と
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
莫
大
な
資
金
を
要
す

る
と
と
も
に
、
容
易
に
解
決
で
き
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
い
っ
て
こ

の
ま
』
放
置
す
れ
ば
町
人
口
は
漸
減
し

町
は
衰
微
の
一
途
を
辿
る
こ
と
で
し
よ

町
づ
く
り
と

　
　
　
土
づ
く
り

　
松
代
農
業
改
良
普
及
所
若

　
　
う
o

　
　
　
こ
れ
が
根
本
的
対
策
は
、

　
為
政
者
に
委
ね
る
と
し
て
も
、

月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
当
局
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
達
住

民
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
自
分
達
の
耕
地
条
件
と
居
住
環

境
の
整
備
が
先
決
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
水
田
一
枚
の
平
均
面
積
が
九
十
七
平

方
メ
ー
ト
ル
（
一
畝
弱
）
、
一
戸
の
平
均

保
有
枚
数
が
六
十
四
枚
で
、
し
か
も
水

利
の
便
が
な
く
て
、
水
源
を
天
に
ま
か

せ
る
状
態
で
は
、
近
代
的
農
業
と
は
縁

遠
く
、
し
か
も
収
量
性
が
低
い
と
あ
っ

て
は
、
若
い
者
が
農
業
を
嫌
う
の
も
当

然
と
言
え
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
最
近
地
力
問
題
（
土
づ
く
り
）
が
，

大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が

当
地
方
の
よ
う
な
湿
田
地
帯
は
、
平
場

の
乾
田
と
違
う
の
で
、
同
律
に
考
え
る

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
省
資

源
の
立
場
か
ら
も
、
肥
料
・
農
薬
を
節

減
し
て
、
し
か
も
健
全
な
稲
を
育
て
、

多
収
を
図
る
に
は
そ
れ
な
り
の
『
土
づ

く
り
』
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
土
が
肥
え
、
作
物
の
根
張
り
が
良
く

な
れ
ば
、
そ
の
作
物
は
す
く
す
く
と
生

長
し
、
立
派
な
実
を
つ
け
る
よ
う
に
、

人
も
ま
た
、
地
力
（
包
容
力
）
の
あ
る

と
こ
ろ
に
は
、
定
着
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
基
盤
整
備
が
前
提
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
辺
の
よ
う
な
地
形

耕
地
条
件
で
は
大
規
模
な
基
盤
整
備
は

む
づ
か
し
い
の
で
、
最
寄
耕
作
者
共
同

で
、
小
規
模
基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
用
水
設
備
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
次
に
生
活
環
境
で
す
が
、
冬
季
間
の

除
雪
く
ら
い
馬
鹿
ら
し
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
全
く
「
骨
折
り
損
の
く
た
び
れ
も
う

け
」
で
受
損
者
負
担
で
す
。

　
冬
季
間
の
降
雪
量
は
年
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
松
代
に
お
け
る
最
近
二
十

五
年
の
平
均
は
十
一
・
八
八
米
、
除
雪

も
七
～
八
回
、
多
い
年
は
十
回
を
超
え

道
踏
日
数
も
四
十
～
五
十
日
に
及
び
、

雪
に
よ
る
損
害
額
は
年
間
十
数
万
円
と

言
わ
れ
、
し
か
も
他
町
村
と
の
交
通
さ

え
遮
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
こ
の
雪
の
間
題
も
、
自
然
が

相
手
だ
け
に
至
難
の
こ
と
で
す
が
、
や

は
り
豪
雪
地
帯
と
い
う
こ
と
で
将
来
と

も
諦
観
す
る
こ
と
は
宥
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
家
屋
構
造
も
改
善
し
、
除
雪
に
要
す

る
労
力
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
除
雪

方
法
も
従
来
の
人
海
戦
術
か
ら
脱
皮
し

て
、
機
械
力
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
ら

な
け
れ
ば
、
老
令
化
の
進
む
中
で
し
か

も
老
朽
家
屋
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
何
れ
に
せ
よ
、
こ
N
で
直
ち
に
町
民

こ
ぞ
っ
て
「
町
づ
く
り
」
と
「
土
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
、
若
者
が
町
に
止
ま

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
松
代
小
唄
の

「
ほ
ん
に
日
本
の
若
い
町
」
は
「
年
寄

り
の
町
」
と
化
し
、
つ
い
に
は
「
老
衰

の
町
」
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。

　
　
　
　
～
～
、
～
ノ
、
レ
～
ー
’
曳
・
’
電
、
－
く
、
‘
　
　
‘
、
〆
、
x
～
｛
、
！
、
）
、
　
〆

　
　
み
ん
な
の
広
場
に

　
　
　
　
ご
寄
稿
く
だ
さ
い

　
次
の
と
お
り
皆
様
の
ご
寄
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

O
字
数
　
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程

　
　
　
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

⇔
内
容
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
ご
意

　
　
　
見
・
理
想
文
。
体
験
談
。
町
を

　
　
　
明
る
く
す
る
話
題
・
美
談
。

日
〆
切
及
び
投
稿
先

　
　
　
　
毎
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
町

　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
内
公
民
館
へ
。

㊨
そ
の
他

　
　
1
　
匿
名
で
の
登
載
を
希
望
す
る

　
　
　
と
き
は
申
出
く
だ
さ
い
。

　
　
2
　
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差

　
　
　
上
げ
ま
す
。

●●o　■　●　●●●　●　●　●　●　●●　●●●　●●●　■　●o　●　●　●●　o●　●　■　●　●●●●　●　●　●　●●●●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i広報「まつだい」を　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　出稼先へi
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

i　この広報を読み終ったら、i

iふるさとのニユースを待ちわi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

iびる、出稼先の夫や父や子へi

i送ってあげてください。　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●●　●　●　■　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　O　●　O　●　●　●　●　●　●　●　0　●　●　O　●　●　O　●　●　●　■　●　O　●　●　●
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熱い～
，

熟
＼
、
気

ヤ
、

　
』
　
↑
、

夕
．
’
4

支
芸
驚

噂◎■、・馨》5・”・～・”・．」《rも・6。》プ。し■・・鴨

しぶみ句会
・・肇》”．昌．～5“e。6《“驚’◎♂幽・6じ5㌧

新
年
初
句
会
（
兄
．
－
．
9
ヤ
マ
ヘ
イ
旅
館
）

か
じ
か
み
し
掌
に
年
金
を
受
取
り
ぬ
。

ロ
ー
ソ
ク
を
雪
に
立
て
も
し
初
詣
。

大
藁
屋
天
窓
よ
り
ぞ
初
日
さ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

雪
壁
を
ラ
イ
ト
明
る
く
曲
り
け
り
。

ア
バ
ー
ト
の
窓
辺
窓
辺
の
干
大
根
。

雪
崩
し
て
山
肌
黒
く
月
明
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

吹
雪
か
れ
て
卯
辰
の
荒
れ
と
つ
ぶ
や
け

、
り
o

寒
入
り
の
日
に
降
る
雨
を
喜
べ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

炬
燵
の
座
い
つ
と
し
も
な
く
定
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

峡
深
し
雪
の
細
道
賀
客
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

連
休
は
古
里
に
来
て
狩
宿
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

一
日
だ
け
の
に
わ
か
土
工
に
雪
し
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

軒
下
の
南
天
赤
く
雪
に
映
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上

新
年
の
作
占
う
や
寒
の
雨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

雪
道
の
夕
日
背
負
い
て
あ
と
二
町
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

ガ
ラ
ス
窓
凍
て
つ
い
て
居
る
月
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

…

封
凌
に
鐘
ど
よ
め
き
て
年
明
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彗
　
生

新
し
き
家
に
移
り
て
注
連
飾
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
善
・
一

洞
泉
寺
初
詣
し
て
十
年
過
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
舟

雪
降
り
に
ま
た
一
段
増
す
羽
目
板
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
男

十
二
月
例
月
句
会
　
（
1
2
．
1
6
紅
茶
居
）

冬
霧
に
尾
灯
瞬
く
別
れ
か
な
。

雪
晴
れ
の
蒲
団
干
し
た
る
大
廟
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

闇
汁
は
宿
の
七
升
鍋
借
り
て
。

待
合
室
に
雪
舞
い
込
み
し
山
の
駅
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

朝
晴
れ
の
マ
ユ
ミ
の
紅
の
雪
に
映
え
。

雪
下
の
白
菜
を
堀
る
や
空
青
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

雪
国
の
雪
の
静
か
な
た
玉
ず
ま
い
。

街
灯
に
雪
舞
ふ
て
お
り
虫
の
ご
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

遅
参
な
く
忘
年
句
会
始
ま
り
ぬ
。

托
鉢
の
笠
に
雪
お
き
軒
に
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

山
路
を
歩
き
枯
葉
に
足
取
ら
れ
．

夜
道
踏
む
チ
ヤ
イ
ム
の
音
の
静
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

紅
葉
し
て
妙
高
山
頂
雲
を
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

寒
き
夜
の
当
直
番
や
盗
み
酒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

落
成
の
祝
餅
撒
く
雪
の
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

街
灯
の
白
き
広
げ
し
冬
の
庭
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
男

年
忘
れ
酔
の
廻
り
の
早
き
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

機
織
の
聞
こ
ゆ
る
村
の
冬
日
濃
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

書
き
損
し
は
交
換
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
は
が
き

　
年
賀
は
が
き
の
書
き
損
じ
を
お
持
ち

で
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
郵
便
は
が
き
・
ミ
ニ
レ
タ
ー
を
書
き

損
じ
た
り
、
汚
し
た
り
、
一
部
を
破
っ

た
り
、
印
刷
を
誤
っ
た
り
し
た
も
の
は

新
し
い
郵
便
は
が
き
・
ミ
ニ
レ
タ
ー
と

交
換
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
料
額
印
画
（
料
金
を
表
示

し
て
あ
る
部
分
）
を
汚
し
た
り
、
傷
つ

け
た
り
し
た
も
の
は
交
換
で
き
ま
せ
ん

　
交
換
手
数
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
10
円
は
が
き

・
往
復
は
が
ぎ
の
往
信
部

又
は
返
信
部

。
小
包
は
が
き

一
枚
に
付

　
二
円

・
ミ
ニ
レ
タ
ー
1

⑪
櫃
咀
惣
　
｝
一
枚
階

　
　
は
が
き
の
表
面
半
分
ま
で

　
　
　
通
信
文
を
書
け
ま
す

　
は
が
き
の
表
面
（
住
所
や
あ
て
名
を

記
載
す
る
面
》
に
も
通
信
文
を
書
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
表
面
に
書
け
る
範
囲
は
、
た
て
書
き

の
場
合
に
は
下
部
の
半
分
以
内
、
よ
こ

書
き
の
場
台
に
は
左
側
の
半
分
以
内
で

す
。
こ
の
範
囲
を
超
え
ま
す
と
．
料
金

が
手
紙
な
み
に
な
り
ま
す
か
ら
御
注
意

く
だ
さ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
06

H
新
年
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
H

　
　
一
般
囲
碁
大
会
終
る

　
数
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
公
民
館
主

催
の
新
年
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
一
般
囲

碁
大
会
が
、
、
、
1
月
19
日
町
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

親
睦
第
一
、
勝
敗
第
二
と
い
す
も
の
で

気
軽
に
参
加
で
き
、
広
報
ま
つ
だ
い
に

よ
り
希
望
者
を
募
集
し
開
催
し
た
も
の

で
す
。

　
申
込
者
は
将
棋
の
部
は
一
人
も
無
く

囲
碁
の
部
で
18
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま

し
た
が
、
前
夜
の
大
雪
0
た
め
7
名
欠

場
n
名
で
2
組
に
分
れ
リ
ー
グ
選
で
対

局
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
近
く
ま

で
楽
し
く
終
始
い
た
し
ま
し
た
。

「
対
局
の
き
ま
り
」

1
　
同
級
（
段
）
者
の
対
局
は
互
先
と
し

　
こ
み
は
四
目
半
と
す
る
。

2　
　
一
級
差
の
対
局
は
下
級
者
を
先
手

　
と
す
る
。

　
　
二
級
差
以
上
は
一
目
宛
（
二
級
差

　
は
二
目
）
と
す
る
。

（
各
人
の
級
は
明
ら
か
で
な
い
の
で
協

　
議
に
よ
り
決
定
）

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　
　
・
B
組
で
4
戦
全
勝
）

　
　
奈
川
支
所
・
A
組
で
5
戦
全
勝
）

　
2
位
　
小
野
敬
司
（
－
級
．
室
野
駐

　
　
　
在
所
・
3
勝
2
敗
）

　
〃
　
　
丸
山
恵
一
（
7
級
・
山
平
郵

　
　
　
便
局
・
3
勝
2
敗
）

　
3
位
　
高
橋
清
（
5
級
・
松
代
高
校

　
　
　
2
勝
3
敗
）

　
2
位
高
橋
幸
平
（
4
級
・
役
場
・

　
　
　
3
勝
－
敗
）

、
3
位
後
藤
正
隆
（
6
級
・
松
代
高

　
　
　
校
・
2
勝
2
敗
）

3優
勝
　
高
橋
伸
二
（
7
級
・
松
代
高
校

準
優
勝
　
小
堺
利
一
（
－
級
・
農
協
奴

A
組
（
6
名
・
リ
ー
グ
戦
）

B
組
（
5
名
・
リ
：
グ
戦
）

【
訂
正
】

　
1
月
10
日
発
行
（
一
八
二
号
）
の
広
報

ま
つ
だ
い
②
頁
に
登
載
の
特
別
職
の
給

与
に
次
の
と
お
り
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す

〔
正
〕
　
収
入
役
、
月
額
二
一
万
一
千
円

〔
誤
〕
　
　
〃
　
　
〃
二
二
万
円


